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規格 ・基準の改正および 「地盤調査法」改訂作業に つ い て

地 盤工 学会基 準部
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　1995 年9 月に 当学会が 発刊した「地盤調査法

は ， 地 盤 調査関係 の学会
基

準 と 解説 および関 連 規 格

を収録 したも の であ るが ， そ の 後 も一部 の 規格・基

に
つ
いて は改 正 ・ 新規制 定が進 め ら れ てい る こと ，

ら に 計測方 法 ・ 装置 ・ 技術が 著 し く 進 歩 ・発 展 して

る 状況を考慮 す る と， 記載内 容 を大 幅 に 見直す必要性が 牛

て いる。 　 また ， 1992 年 5 月の計量 法 の 改 正に よ

， 1999 年 9 月30 日 以降 の 取引およ び証明 に は

単 位 のみが 使 用 さ れる こ と を受 けて ，当 学 会 と し て

H 以 降 に発 行 す る出 版 物は，原則 と し てSIのみの表

と す る 基 本方 針 が決 定 さ れ た。こ の 方 針 に 基づ き ，

準部では 199

N 度 以 降に 見 直しを行 う規 格 ・ 基準 は SI の みの表

と する こ とを 決定 した。 　以上の背景 の もとに

基 準部 で は 現 行 の日本工業規 格 お よ び 学会 基準の見 直し

業と 「地 盤調 査 法 」の改訂作 業 を 進 めてい る（20
年 春に改訂発行予定 ）。 見 直し作 業 お よび関連す る

規制 定
基 準 について は， 土 質調 査規 格・基準検討

員会 とそれに所 属する六つの小 委員 会 お よ び 一 つ の

準 化 委 員会が担当し， 改 訂 出 版作 業 は，
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1 地盤 の 電気検層
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m9 ．1 卩畢 ． ／ 1 サ 1 ．　まえ がき 　1995 年 に

行 さ れた標記 の 二 つの 地盤 丁学会 基準 （以下 ， 基準 と い う

に っ い て， 基 準 部， 土 質調査 規 格・ 基準検 討 委 員 会 お よ び

連 する 小 委 員 会 （ 物理探 査 ・ 検層 小 委 員会

にお い て 見直 しの検 討 を行 っ た 。そ の 結 果 ， 内容に関し 軽

な 修 止 を 行 う改 正 案 を こ こ に提案 す る もの で あ る 。 　

面 の制 約もあり， 以 下に は 改正 案 全文 で はな く，変 更点の

を 対 比 表 の形 式 で提 示し て い る 。 堤 行 の基準の詳 細 に ついて

「地盤 調査法 」 第3編第6 章 お よ び 第7 章を参 照さ れた い。 　

こ に公 示
す る 改 正 案 に つい ての 意 見は ，書 面 にて 2002 年

i 平成14 年） 12 月3 旧 ま で に 地 盤工 学会

準部 宛にご 提出

た だき たい。提出され

ｲ意
関係 委     ｨ よび基準 狽ﾅ 検討 し C 基準の改 正事会にお
ﾄ 確 閧 ｷ る。 2 ． 改　正 　案 2 ． 1 地盤 ﾌ 電気 検層方 法 <TAB>一． <TAB><TAB>項　目<TAB>ｻ　 行 　基 　 準 <TAB>改 　　 正　 　 案

 @　 @ 　 考 <TAB><TAB>． ． ．一 <TAB> 本文 <TAB>電 気検層   @ とは ，単 位体積 地層 の 電気抵 抗<TAB>電
気

検

法 と は， 地層 の単 ﾊ 長 さ ，甲 位 断 <TAB>・比 抵 抗 の定義を 正確

\ 現 ﾉ 修 1 ．3<TAB>1である比抵 抗を ボーリング 孔 内 に ｨ いて 測定<TAB>而 積 あたりの電気 抵抗である 比抵抗をボ ーリ<TAB><TAB>する方 法をいう 。<TAB>ン グ 孔内 に
いて測定する   @をいう。 <TAB> 本文 <TAB>ノ 泣 } ル 検 層の 霓極間隔 は 25cm ， 50 　 cm

  極間隔 に 数 値に 10 ．2

O．03m， ． 5 土 0 ，05<TAB>・ 許容範 囲は， 約 10 ％とし た 。 2 ． 1 〔 2〕 <TAB>び100cm を 標準とす る。<TAB>mお
謔ﾑ1 ±0 ． 1mjの許容範囲 を 追

ｵ ， <TAB>一 <TAB>単位 系をMKS とした B<TAB>

，2 〔2l<TAB>マイ ク ロ 検 層 の 電 極 間隔
は25mm ， 50 　mm を<TAB>電極間隔に数値に「25 ±5m ，50 ± 51nm 」<TAB>・ 許容 範囲 を約10 刀C 最 小 量を 5

<TAB>標準と ｷ る。<TAB>の 許容範 開を 追 加した 。<TAB>し た 。 付帯
条

項

C 検層 には このほ かに ， ポ ー リン

内 に　　 @ 　 　 　　　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 一 <TAB>下線 舶 ﾏ 更「 … ，ボーリ ソグ 孔 内 で 電気 化 学<TAB>
・ \ 現の 修 正 。 2 ．b ． <TAB>電 気

学的に発 ｶ して い る電 を 測 定する 自<TAB>的 に … 」 <TAB>

R 電位検層（SP 検層）が

る。

帯条項
<TAB>
自然 電 位 検 層 は ， 比 抵 抗 検 層 を 補 足 す る目 的<TAB>下 線 部 変 更
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．2　地盤の 弾 性波速度 検層方法

項 　 目

梦

現　行　基 　準

測 定 の 間 隔 は ，土 質地 盤 を 対 象 とす る場 合 に

は 1 叫 岩盤 を 対象 とす る場 合は 2m を 標準

L生脇 ．．　 一．一
付帯条項　  地表 に 設 置 した 振源 また は受振 器 とボ

・一
リ

4，　　　 ン グ孔 との 距離

付帯条項

4．2C3｝a．

付帯条項

4．2〔3｝b．

各測定 ご とに ，P 波 お よび S 波 の波形 記録や

時 間 の 確 認 を 行 う 。

測定 し た 記録 時間の 長 さ ま た は デ ジ タル 記録

の 場合 の サ ン プ リン グ間隔な ど を記録ずる 。

改　 　正 　 　案

測 定 間 隔 の 数値 に 「1．0 ± D．1rn　1，
mI と許容範囲 を 追加 し た 、，

「2．0 ± D．2

ド線 部削除 「  地表 に 設 置 した振源 とボ
ー

リ

ン グ孔 との距 離」

下線部 削除 「測定 ご とに ，』』
」

備 考

・許 容範 囲 は ，約 10％ と L た 。

・不要 な記載 の 削除。

1’X 現 の 修正・

文

却

本

5

本文

5．2〔2）

ド線邦 変更 「…記録 時間の 長 さお よび デ ジ ヌ 旨
・記 録時間 お よ び デ ジ タル 記録 の 場合の サ ン

ル 記録．・・
」　　　　　　　　　　　　　　　…　プ リ ン グ間隔は，い ずれ も記録す る こ とか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　旨ら ，「または，e 「お よび」 に修 正 した。

測定 し た波形 記録か ら，深 さ ごと に ，起振 時
！
下線部表 現変 更「測定 した 波形 記録 トで ，・・

か らP 波 ま たは S 波 が到 達 す る 主で の 時 間

〔走時 ） を読 み取 る。

各速 度層 ご と の P 波 ま た は S 波 の 速 度 を次 下線部 削除 …

一
各速度層の P 波

…
」。

式で 算定す る。

．」 …
・表 現の 修正 ・

1
．
羨 諭 修 1ト。
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「JGS 　1222： ロ
ー

タリ
ー式二 重管サ ンプラ

ー
による土の乱さない試料の採取方法」，

「JGS 　1223 ： ロ
ー

タ リ
ー
式三 重管サ ン プラ

ー
に よる土の乱さない試料の採取方法」，

rJGS　1224 ： ロ
ー

タ リ
ー
式ス リ

ー
ブ内蔵二 重管サ ンプラ

ー
による試料の採取方法」，

「JGS 　1231： ブ ロ ッ クサ ン プ リン グによる土 の乱 さな い 試料の 採取方法」

の
一

部改正案 に つ い て

地 盤工 学会基準部
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1，　 ま え が き

　地 盤 調 査 法 の 改 訂 事 業 の
一

環 と し て 地 盤 調 査 法 に 関 連 す る

「現 行規格
・基準の 見 直し」 お よ び 「今後基準化 す べ き調査法

の 抽 出」 を主 た る 目的 として ．標記 の 四 つ の 地盤工 学会基準 に

つ い て ，基準 部，土質 調査規 格基準検 討委員会 および関連 す る

小委員会 （ボー
リソ グ ・サ ン プ リソ グ小 委員 会） に お い て 改止

見直 し作業 を 行 っ た。今回 の 改止 の ポ イ
．
ン トは 次の とお りで あ

る。

　　 ・採 取 ず る 上 の 品 質 に関 す る 用語 を 「乱 さな い ．」か ら 「乱

　　　れ の 少 な い 」 に変 更 した。
　　 ・ 調査の 目的 に 合わ せ ，使用 す る サ ン プラ ーに 自由度を持

　 　 　 た せ た。

2． 内 容の 変 更

2．1JGS 　1222，　 JGS 　 1223，　 JGS 　 l231に共通 した事 項

　　 ・凍結試 料 に つ い て，重 さ ・排水量 ・膨張量 の 測定 ・報 告

　　　 を追加 した 。

　　 ・EurQcode　7 （ENV 　1997−3） と CEN 　TC3415th 　2001 （欧

　　　州規格委員会）の 動向も参考 に した。
　　 ・サ ン プ リ ン グ関連基 準相万 の整 合を図 っ た、
　誌 面の 制約 もあ り，以下は 改正案全．文で はな く，変 更点 の み

を対 比 表 の形 式で 提 示 して い る。現行の 基 準の 詳細 に つ い て は，
「上 質調 査 法」第 5編第 4 章，第 5章，第 6章 お よび 第 7章 を

参 照 さ れ た い 。
　 こ こ に 公示 す る改 正 案 に つ い て の 意 見 は，書面 に て 2002年

（平 成 14年 ） 12月31日まで に 地盤工 学 会基 準部宛 に ご 提 出い た

だ きた い 。提 出 された こ意．見は 関係委 員会お よ び基準部 で 検討

し，基準 の改 正 は 琿 事 会に お い て確定 す る。

項　 目

基準 名

現 　行　基　準 改　 　正 　　案

IJGS　1222−1995 「ロ
ー

タ リー式二 重 管 サ ソ プ
．JGS　1222−199．　，

’
， 「ロ ータ リー式 「 重 管サ ン プ

1ラ
ー

に よる 土の 乱 さな い 試料 の 採取方 法」
12JGS

　 1223−1995 「ロ ー
タ リー式二 重管 サ ン プ

ラーに よる ⊥ の 乱 さな い 試料 の 採取方法 」．
JGS　1231−1995 「ブ 凵 ック サソ プ リ ン グ に よ

る土 の 乱さ な い試 料の 採取 方法」

…ラ
ー

に よる十一試料の 採取 方法」
iJGS

　1223−1995 「ロ
ータ リ

ー
式三 重 管サ ン プ

ラ ーに よ る 土 試料の 採取 方法」

JGS　l231−1995 「ブ ロ ッ ク サ ン プ リ ソ グ に よ

る 十一試料 の採 取方法」

　　　　　 備 　　　 　 考

・これ ら の 基準は ，サ ソ プ リン グ の 採取 方法

を扱って い る。採取 する 十一試 料の 状態 で あ

　る 「乱さ な い 」 を基 準名 に 盛 り込む 必 要が

な い と考え た 。地 盤 工 学 会の 現行基準 名に

上 記 の よ うな用語 を含む もの は ，サ ン プ リ

ン グ 関連某準の み で ある 。他の 基準 名 と整

合 させるため に ，基準名 か ら 「乱 さない ．1
を削 除 した 。

64 土 と 基礎，50− 10 （531）
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